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 メロディーに対する印象評価の際には，ゲシュタルト的輪郭を聞き手が認識することが重要であると考えら

れている．現存するメロディーの多くは動機が繰り返される形で構成されており，こういった形のメロディー

は，繰り返された動機を何度も認識することにより記憶されやすくなるであろうと考えられる．この予測のも

とに，メロディーの輪郭として類型を５種類設定し，各類型の特徴に関する評価実験を行なった．その結果，

それぞれの類型が覚えやすいと感じるかどうかなどといった印象をある程度確認することができた． 
 
 
１． はじめに 
 

 メロディーに関するゲシュタルト原理に基づく認

識研究に，メロディーの認識プロセスが，近接する

短い音群である動機を主体とした記憶の保持と，期

待感にあるとの報告がある（Aiello，1994，pp.205）．
また，Rosner とMeyer は，「二つの原型的メロディ

ー進行の知覚と分類」で，メロディーを跳躍－充填

型と推移型とに分類し，それぞれの構造の説明を行

なっている．さらに，聴取者がこれら二つの分類を

見分けることができるかどうかという調査も行なわ

れている（Deutsch, D. 1982， pp.390-417）．本研

究は，上記のRosner とMeyer の研究の延長上にあ

ると考えられ，者の研究を踏まえた上で，メロディ

ーの動機が組み合わされるときのゲシュタルト的輪

郭の違いが，どのように認知されるかについて検討

するものである． 
  筆者の作曲活動経験では，繰り返すこと以外にも，

記憶として定着しやすいメロディーには何らかの特

徴が存在することがあるように見受けられた．そこ

で，暫定的にメロディーの輪郭を類型として５種類

設定し，それぞれの類型が及ぼす印象について調べ

るための評価実験を行なった．  
 尚，大衆に支持され，現在に到っても愛好され，

親しまれているメロディーは，記憶されやすいとい

う印象以外にも，認知に関わる重要な要素が見えや

すいと考え，刺激としてポピュラー歌曲を選んだ．

既成曲ではなく，目的に適合するメロディーを筆者

が作曲するという方策も考えられるが，大衆に受け

入れられたメロディーに潜む要因を見極めたいとい

う探求心を優先させたことが，ポピュラー歌謡を選

んだ理由でもある。 
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２．既知メロディーに対する印象のパター

ン依存性に関する検討 
 
2.1 評価実験による検討の構想 
 メロディーは，それを構成する要素に基づいてい

くつかの型に分類することができる．要素別に分類

する際には，跳躍進行の多さ・リズムの細かさ・上

向下向などの動きの方向・停滞時間の長さ・休符の

位置や長さ・まとまりかたなど，多くの角度から考

えることができる．本研究では，筆者が歌詞にメロ

ディーを付けるときに常々留意している要素に注目

し，大衆に支持されているメロディーにはどのよう

な要素があるのかを確認する目的で，次節に示す典

型的な５種の類型を想定した．この５種にそれぞれ

の複合型を加えると，ポピュラー歌曲のメロディー

のほぼ全てがそのどれかにあてはまると，筆者の作

曲経験から考えている．これら 5 種の類型について，

多人数の被験者による，メロディーに対する知覚的

印象および長期的な記憶に関する評価実験の結果か

ら，知覚的印象と長期的な記憶しやすさの主観的予

測に関する聴取実験を考えた．具体的には，各類型

のメロディーをいくつかずつ用意して被験者に聴か

せ，その知覚的印象を，「くどい」とか「ダラダラし

た」などいくつかの表現語についてその程度を 5 段

階評価で回答させるという方法が考えられる．この

方法によって類型別のメロディーによる認知的な効

果を確認できると考えられる． 
2.2 実験概要 
2.2.1 メロディーの類別と実験に使用した曲 
 メロディーを構成する動機の組み合わせパターン

として次の５つの類型を想定し，それぞれの特徴と，

実験に使用した曲タイトルを記述する． 
(1)復唱型：動機を何度も繰り返す輪郭 
ａ.枯葉Ａメロ 
ｂ.白い恋人たち 
ｃ.メロディ・フェア 

(2)呼応型：短い動機のあとに休止のある輪郭 
ａ.フィーリング 
ｂ.マイ・ウェイ 
ｃ.ラ・メール 

(3)多音小動型：細かいリズムであるが，音程の動   
きが少ない輪郭 

ａ.セックス・マシン 
ｂ.なつかしき愛の歌 
ｃ.ラ・マラゲーニャ 

(4)長音煽情型：音程が上に跳躍して長い音で歌い    
 上げる輪郭 
ａ.オンリーユー 
ｂ.タラのテーマ 
ｃ.虹の彼方に 

 (5)無分節型：繰り返しや関連付けのない輪郭 
ａ.スター・ダスト 
ｂ.ベサメ・ムーチョ 
ｃ.ホワイト・クリスマス 

2.2.2 被験者 
 宝塚造形芸術大学に在籍する学生 26 人．楽譜の読

み書き・調号・音程が理解できる．男女比はほぼ同

じ． 

2.2.3 刺激の呈示 
 刺激の呈示は，26人の集団に対し，コンピュータ

から出力した MIDI 音源をスピーカーで，日頃の授

業と同じ条件にて再生した．音色はピアノ音を用い

た．メロディーのみを，マスター・チューン 442Hz

ベース，平均律，原調で８小節程度与えた．各刺激

の呈示回数は１回である． 

2.2.4 回答方法 
 曲と曲の間に約5秒～10秒程度の時間間隔を設け，

この間に回答用紙に記入して貰うようにした．なお，

呼応型のみは，休止の部分での記入を追加した． 

 回答は，7 種の評価語「くどい，もりあがる，忙

しい，つぶやくような，だらだらした，期待感があ

る，覚えやすい」に対して，「かなり，やや，どちら

でも，あまり，ぜんぜん」の 5 段階尺度のいずれか

を選んで回答して貰うようにした． 
 
３．メロディー認知のパターン依存性 
 
3.1 各型の特徴 
 26 人の回答を 100％換算し，類型の特徴を良く表

していると思われる評価語をとりあげて比較した．

ここには全項目を記載できなかったが，著者の経験

から，最も重要と考えられる部分について報告する．

復唱型を併せ持っているメロディーはそれ以外の特

徴を見出し．代表的な類型として設定した．長音煽
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情型については，ゲシュタルト的輪郭というよりも，

歌唱が保有する特殊な音価と律動を持った類型であ

ることを断っておく． 
(1)復唱型 
ａ：枯葉Ａメロ 

ｂ：白い恋人たち 

ｃ：メロディー・フェア 
 

 

図 1．復唱型の特徴 
 

復唱型メロディーに対する「くどい」と「期待感」

と「覚えやすい」の評価結果を図１に示す．横軸は

評価尺度で縦軸は全被験者による回答結果を表す．

各折れ線は特定のメロディに関する一つの評価語に

関する結果を示している 図１より，３曲とも，「く

どい」の評価がかなり＝１位・やや＝２位，「覚えや

すい」の評価がかなり＝２位・やや＝１位という共

通の特徴を確認できた．期待感という点では，３曲

の評価があまり揃っていない． 
 
(2)呼応型 
ａ.フィーリング 

ｂ.マイ・ウェイ 

ｃ.ラ・メール 
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図２．呼応型の特徴 
 
 呼応型メロディーに対する「くどい」と「期待感」

と「覚えやすい」の評価結果を図２に示す．横軸，

縦軸は図１と同様である．図２より，３曲とも，「期

待感」の評価がかなり＝１位・やや＝２位，「覚えや

すい」の評価がかなり＝２位・やや＝１位というよ

うに，評価が揃っている．また，動機を繰り返すこ

とだけではなく，期待感や予期によっても覚えやす

いという印象を与える可能性を見い出すことが出来

た． 
 またラ・メールのみ,「覚えやすい」と「くどい」

の評価が低かったが，その原因は，休止のあとの類

型が，復唱型ではないことにあると，筆者は考える． 
 
(3)多音小動型 
ａ.セックス・マシン 
 以下，スペース節約のため，１曲だけを示す． 

ｂ.なつかしき愛の歌 
ｃ.ラ・マラゲーニャ 
 ３曲とも，「つぶやく」の評価がかなり＝１位・や

や＝２,３位，「もりあがる」の評価がぜんぜん＝２,
１位・あまり＝１,２位という特徴があることが確認

できた．この評価より，細かいリズムで音程の動き

が少ないメロディーでは，つぶやくようで盛り上が

っていないイメージを感じていることが見出された． 
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(4)長音煽情型 
ａ.オンリー・ユー 

ｂ.タラのテーマ 

ｃ.虹の彼方に 

 ３曲とも，「もりあがる」の評価がかなり＝１位・

やや＝２位，「つぶやく」の評価がぜんぜん＝１位・

あまり＝２位という揃いかたであることが確認でき

た．これらの評価より，歌い上げる型のメロディー

に対して，「盛り上がっていてかつ全然つぶやかな

い」というように感じていることがわかった．聞く

側にとって，大変わかりやすい型であることいえよ

う．これらのことは，楽曲中ではサビの部分によく

使われる理由のひとつであると，筆者は考える． 
 
(5)無分節型 
ａ.スター・ダスト 
ｂ.ベサメ・ムーチョ 
ｃ.ホワイト・クリスマス 

図 3．無分節型の特徴 
 
 図 3 は，図 1・2 同様にまとめた評価結果である．

３曲とも，「だらだら」の評価がかなり＝１位・やや

＝２位，くどいの評価がかなり＝5位・やや＝4位と

いう共通の特徴が確認できた．これらの結果より，

だらだらしていてくどくないメロディーである印象

を感じていることがわかる．ただしベサメ・ムーチ

ョに関しては，特徴的な３連符が２・５・６小節に

あること（図 4）により，覚えやすいという評価を

高くしているのであろう． 

   3連符１回目         ２ ３ ４ ５ 回目 

図 4．ベサメムーチョの３連符 
 
(6)類型と覚えやすさの関係 

「覚えやすい」について，各類型別に３曲を平均

し，図 5 に示す．復唱型・呼応型・長音煽情型のラ

インが似ているので実線で表した．この中では，長

音煽情型がやや覚えにくいという印象を確認できる．

多音少動型と無分節型のラインが似ているので，点

線で表した．無分節型では繰り返し輪郭を持ってい

ないことから覚えにくいであろうと予想していたが，

多音少動型よりは覚えにくいとは感じていないよう

だ．メロディーの動きの内面に隠れている関連性を

さぐれば，無分節型でも覚えにくくない理由がわか

るであろう．有名曲として流行し，大衆に支持され

続けているからには，繰り返しという要素だけでは

なく，強い印象を与えるための別の要素が存在する

可能性があると，筆者は推測している． 
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図 5．各類型ごとに平均した「覚えやすさ」の評価 
 
3.2 分布図に基づいた考察 
 質問紙の回答を集計し，類型間の特徴の差を明確

にするために，「かなり」と「ぜんぜん」に対する

評価値を２倍して５段階を合計した数値を求め，２

種の評価語の組み合わせに基づく分布図を表出した．

3.2.1 覚えやすい印象とは 

 覚えやすい印象を与えるメロディーは，口ずさん

だり演奏されたりされやすいことから，伝播・流行

するための要因のひとつであろう．そのようなポピ
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ュラー歌曲を題材に評価実験を行なったことでもあ

り，覚えやすい印象を与える要因についての考察を

次に記述した．「覚えやすい」と他の評価語のすべ

ての相関を調べるべきであるが，ここでは次の２項

目をとりあげた． 

3.2.2 「覚えやすい」と「くどい」の関係 

 「くどい」と「覚えやすい」の評価語の関係につ

いて，図６に示す．横軸は「覚えやすい」，縦軸は「く

どい」に関する評価結果を表す．図６から見られる

特徴は，主に次のものが挙げられる． 

(1)復唱型は，主にグラフ右上に位置し，くどくて，

覚えやすいという印象を持つ． 

(2)無分節型は，主にグラフ左下に位置し，くどく

なく，覚えにくいという印象を持つ． 

(3)長音扇情型は３曲ともグラフ右側にあり，覚え

やすいという印象を持つ． 

(4)多音小動型も復唱型の特徴があるが，くどくて

も，やや覚えにくいという印象を持つ． 

(5)呼応方は覚えやすいという印象を持つ． 

 

復：復唱型 

呼：呼応型       

多：多音小動型  （※復ａは，枯葉Aメロをさす） 

長：長音煽情型 

無：無分節型 

図６．「くどい」と「覚えやすい」の関係 

 

3.2.3 「覚えやすい」と「忙しい」の関係 

「忙しい」と「覚えやすい」の評価語の関係につい

て，図７に示す．横軸は「覚えやすい」，縦軸は「忙

しい」に関する評価結果を表す．図７に見られる特

徴について記述する． 

(1)グラフ全体を眺めると，左上から右下へ評価の

多くが分布している．このことは，類型に関わ

らず，忙しくないと感じるメロディーが覚えや

すい印象を持っていることが見出される． 

(2) 無分節型は，多くの分布範囲に属するが，覚

えにくい方向に偏った．復唱をしないことによ

り偏ったのであろう． 

(3) 復ａ（枯葉Ａメロ）のみ多くの分布範囲から

はずれている．これは，復ａが「多音小動」の

特徴を合わせ持っていることで，多ａ・多ｃの

ように，忙しいと感じられたからであろう．そ

れでも覚えやすいと感じられた理由は，ゲシュ

タルト的輪郭の把握ができる長さに区切られて

いることに原因があると考える（図8）． 

 

 
復：復唱型 

呼：呼応型       

多：多音小動型 

長：長音煽情型 

無：無分節型 

図７．「忙しい」と「覚えやすい」の関係 

 

「区切り１」「区切り２」「区切り３」「区切り４」 

図8．復ａ（枯葉Ａメロ） 

 

 この結果から，忙しいと感じる場合は，覚えにく

いという印象を持つ傾向にあると考えられるが，忙

しいと感じる要因は，テンポや音符の細かさではな

く，輪郭上での区切の状態が重要であると考えられ
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る．ゆえに，呼応型は忙しいと感じさせない「区切

り」をメロディーの冒頭で保有していることが特徴

であるから，覚えやすい印象を得たのであろうと推

測できる．また，長音扇情型は復唱型の特徴を併せ

持つ場合が一般的に多く，ここでとりあげた３曲も

併せ持っているが，複合型についての調査は今後の

課題としたい． 
 
3.3 まとめ 

 メロディーが大衆に支持されるためには，記憶さ

れやすいことが重要である(Hindemith:. P. 1955)．

音楽には，時間と共に記憶が消えて行くという特性

がある．Neisser, U. (1981. pp.258-260)は，エコ

ー記憶とは，聴覚の記憶も視覚の短期貯蔵同様，一

時的に分節としてストックされることであると，説

明している．ここまでの評価実験結果を総合的に考

察した結果，聴覚の一時記憶は，同じ刺激を繰り返

し与えることで強化されるが，単純に同じような繰

り返しをするよりも，「間」をあけて，少し形も変

えながら，ゲシュタルト的輪郭の把握ができるよう

に繰り返すことが記憶しやすく，強い印象を与える

ことにつながっていると考えられた．  

 

４．結論 

１. 復唱型は，同じ音形を繰り返すことにより，覚

えやすい・くどいという印象を与える． 
２. 呼応型は，短い動機のあとの休止が，次の出来

事を期待する効果があり，覚えやすいと感じら

れる．  
３. 多音小動型は，つぶやいているような音形なの

で，覚えにくいと感じられ，期待感が無く，盛

りあがりも少ない．最近流行している「ラップ・

ミュージック」は，若者達が自分の心を動かさ

れることを嫌った結果である可能性があると筆

者は考えている． 
４. 長音扇情型は，盛り上がっていて強い印象を与

えることを感じられるという特徴から，サビの

部分や，演歌で多用されることがうなずける． 
５. 無分節型の有名曲は，一見，だらだらしてまと

まりがない輪郭であるが，目に付く音形以外の

有機的な関連性を内包しているであろう． 
 

 ５．むすび 
今回のメロディー分類は，筆者の作曲経験に基づ

いて暫定的に設定したものであるが，今後は，リズ

ムパターンや音程やまとまり具合を数値化すること

で，より科学的な実験を進めるべきである． 
また，類型の分類が大雑把で，扱った裾野が広す

ぎ，焦点を絞れていない結果に終わった．今後は各

個に要素別にふみこんだ研究を行なう予定である．

例えば「呼応型」では，木原らが研究した「視覚刺

激呈示時間の予期性が注意実行処理に及ぼす影響

（2004）」が記憶に有効に働いていると思われるが，

これについての詳細な実験を行い，明らかにしたい．

また，「無分節型」に内在されている関連性に注目

した調査も重要であろう． 

さらに，結果を見えやすくする目的でポピュラー

歌曲を刺激として扱ったが，よく知られているがゆ

えに，被験者がすでにその曲を知っていることによ

る条件の違いを見逃していた．今後は被験者が知ら

ない曲を作成して刺激材料にすべきである． 
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